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ポスター発表P01A　第1日

P01Aポスター発表 第1日（9月20日）　　9 : 30～11 : 00 法文1号館2階215教室

在席責任時間　奇数番号︓9 : 30～10 : 15　偶数番号︓10 : 15～11 : 00

P01A01 自己の多元性による類型とコミュニケーション ・ スキル

の関連

◯田村　美恵 神戸市外国語大学

 渡邊　ひなつ 豊中市立野田こども園

 石野　秀明 兵庫教育大学

P01A02 社会的地位と包摂が対人行動に及ぼす影響 (2)
―安心さがしの対象別の多母集団同時分析―

◯長谷川　孝治 駒澤大学

 古里　由香里 お茶の水女子大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

P01A03 心理的耐久性 (Durability) 尺度改訂版の作成

大学での学業遂行と適応を支える心理的特性 (17)
◯畑中　美穂 名城大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

 小城　英子 聖心女子大学

P01A04 新たな自己制御方略尺度作成の試み

―快楽的な目標追求の肯定的側面からの検討―

◯下田　麻衣 京都ノートルダム女子大学

 下田　俊介 東洋大学

P01A05 ズルは明白な不正行為につながるか？ ◯黒川　優美子 京都光華女子大学

 山本　恭子 神戸学院大学

 秋山　学 流通科学大学

P01A06 安全性の知覚と自己に対する未来思考の関連 ◯日道　俊之 高知工科大学

P01A07 セルフコンパッションと好奇心の関係およびポジティビ

ティの優先への効果に関する検討

◯小林　恭子 椙山女学園大学

 浦上　萌 椙山女学園大学

P01A08 開示相手との関係性が自発的 ・応答的自己開示に及

ぼす影響

◯栗林　克匡 北星学園大学

P01A09 タスクの取り組み順序が自己効力感に与える影響 ◯安逹　未来 大阪電気通信大学

P01A10 自由意志信念が援助行動にもたらす効果

日本 ・ イギリス ・ アメリカの比較研究

◯藤田　太陽 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P01A11 仮想空間における社会的安全性に関する調査①

メタバース依存尺度の開発

◯横山　武昌 産業技術総合研究所

 本間　拓人 産業技術総合研究所

 小西　直喜 産業技術総合研究所

 梅谷　凌平 産業技術総合研究所

 加藤　仁 北陸学院大学

P01A12 仮想空間における社会的安全性に関する調査②

インターネット炎上行為の当事者となるのは誰か?
◯梅谷　凌平 産業技術総合研究所

 小西　直喜 産業技術総合研究所

 本間　拓人 産業技術総合研究所

 加藤　仁 北陸学院大学

 三船　恒裕 高知工科大学

 横山　武昌 産業技術総合研究所

P01A13 社会規範に対する抵抗性は行動を予測するか？

項目反応理論で推定された感受性の妥当性の検討

◯尾崎　拓 武庫川女子大学

P01A14 推し活と自己肯定感 ◯山岡　重行 聖徳大学
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P01A15 高齢者のパーソナリティ （Big Five） と風景刺激の注視

傾向

◯田端　拓哉 大阪公立大学

 丸田　純平 大阪公立大学

 井上　実 大阪公立大学

 綿井　ゆき帆 大阪公立大学

 黒住　日出夫 大阪公立大学

 内田　健太郎 大阪市立弘済院附属病院

P01A16 Dark Triadと現在の主観的SESがネット荒らしに及ぼす

影響

◯増井　啓太 追手門学院大学

P01A17 反すうを状況別に測定する尺度作成の試み

罪悪感， 怒り， 恥に着目して

◯辻本　有希 奈良女子大学

 竹橋　洋毅 奈良女子大学

P01A18 顔画像の呈示が表情フィードバック効果に及ぼす影響 ◯大津　彩 東京女子大学

 遠藤　真葵 東京女子大学

 内藤　遥香 東京女子大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

P01A19 後悔が選択肢探索に及ぼす影響 ：

シミュレーション ・ 実験での検証

◯隅田　莉央 東京大学 ・日本学術振興会

 菅沼　秀蔵 東京大学

 森　隆太郎 東京大学 ・日本学術振興会

 村本　由紀子 東京大学

P01A20 罪悪感と誇りが initiatory self-controlに及ぼす影響

経験サンプリング法を用いた検討

◯古川　善也 福岡大学

P01A21 慈善行為と商売は両立するか

汚れた利他性効果の追試

◯伊藤　忠弘 学習院大学

P01A22 作者のパーソナリティ情報と想像的読解方略が感動に

及ぼす影響

◯加藤　樹里 金沢工業大学

 紀ノ定　保礼 大阪工業大学

P01A23 羨みと妬みはどう違うのか？

妬みに関する感情語の印象評定

◯中井　彩香 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

 渡邊　直美 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

 服部　正嗣 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

 小林　哲生 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

P01A24 外集団成員の表情に対する感情乖離

社会的メッセージ推論と処理葛藤の相互作用

◯吉池　由佳子 筑波大学

 川上　直秋 筑波大学

P01A25 他者の表情と状況の制御要求が即時的対人感情制御

に及ぼす影響

◯山本　恭子 神戸学院大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学
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ポスター発表P01B　第1日

P01Bポスター発表 第1日（9月20日）　　9 : 30～11 : 00 法文1号館3階315教室

在席責任時間　奇数番号︓9 : 30～10 : 15　偶数番号︓10 : 15～11 : 00

P01B01 ありがた迷惑な親切に対する反応とその規定因

行為の価値 ・意図 ・ コストに着目した検討

◯白木　優馬 愛知学院大学

P01B02 感謝体験者が恩人を守るための第三者犠牲

「道徳の輪」 が狭い者ほど犠牲にしやすいのか

◯山本　晶友 昭和女子大学

P01B03 「小さな幸せ」 と精神的健康

―理想感情の調整効果に着目して―

◯奥山　智天 一橋大学

 宮本　百合 一橋大学

P01B04 Investigating the relationship between myside bias and 
cognitive empathy

◯Si Thu Khant Kyoto University
 Emmanuel Manalo Kyoto University

P01B05 異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻

化の試み (1)
Thinking and Working Style Scale(TWS)と対応バイアス

を用いた検討

◯工藤　恵理子 東京女子大学

 森　津太子 放送大学

 大江　朋子 帝京大学

P01B06 異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻

化の試み (2)
Thinking and Working Style Scale （TWS） と係留効果

を用いた検討

◯森　津太子 放送大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

 大江　朋子 帝京大学

P01B07 異なる認知バイアス課題による二重過程モデルの精緻

化の試み (3)
Thinking and Working Style Scale （TWS） と認知的熟

慮課題 （CRT） を用いた検討

◯大江　朋子 帝京大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

 森　津太子 放送大学

P01B08 調査参加人数が参加者のメタ非人間化意識に及ぼす

影響

◯山田　怜生 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

P01B09 道徳判断のゆらぎの神経基盤

Inclusion-Exclusion課題を用いた検討

◯高松　礼奈 愛知学院大学

 上田　竜平 京都大学

 中井　隆介 京都大学

 阿部　修士 京都大学

P01B10 対ロボット公正世界信念と擬人化が， 被害者ロボットへ

の否定的反応に及ぼす影響

◯濱田　龍 東洋大学

P01B11 マインドワンダリングをする人の創造性はどう評価される

のか

◯伊藤　颯希 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P01B12 連続する損失と不満足感 ：

損失決定時のエージェンシー感の違い

◯野田　理世 金城学院大学

 田邊　宏樹 名古屋大学

 木村　誠人 コニカミノルタ（株）

P01B13 システム依存とシステム正当化

―日本の医療制度を対象とした検討―

◯村山　綾 立命館大学

 三浦　麻子 大阪大学

 北村　英哉 清泉大学

P01B14 家庭と仕事に必要とされる特性の認知が両立への動機

づけに及ぼす影響

―ロールモデルの提示による検討―

◯高林　久美子 東京女子大学
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P01B15 コミュニケーション ・ チェーンにおける感情共有の役割

コミュニケーション相手の集団成員性を操作した検討

◯田中　知恵 明治学院大学

 小森　めぐみ 東京女子大学

P01B16 新型コロナウイルスの脅威はシステム正当化と関連する

か

―認識論的動機、 関係的動機、 実存的動機の媒介効

果に関する予備的検討―

◯宮島　健 NECソリューションイノベータ（株）

P01B17 援助行動の手段と援助者の道徳性評価における努力

知覚の影響

◯松尾　朗子 東京大学先端科学技術研究センター

 田中　友理 多摩大学

P01B18 統治の不安が陰謀論の信奉に与える影響 ◯新井田　恵美 東洋大学

 田戸岡　好香 高崎経済大学

 樋口　収 明治大学

P01B19 選択式テスト場面における 「第一感の信念」 に関わる

要因

◯村田　光二 成城大学

P01B20 日本人における顔写真に基づく相貌印象と国籍に関わ

る判断について

AI生成画像を用いた探索的な検討

◯金田　宗久 愛知学院大学

 伊藤　君男 東海学園大学

P01B21 履歴書評価におけるステレオタイプの影響とメタ認知モ

ニタリングの関連

◯溝脇　風子 京都大学

 高橋　雄介 京都大学

P01B22 童顔は信用されやすいのか？

恋愛詐欺師と強盗犯の顔における幼形特徴と欺瞞性認

知の関連

◯久保田　晶乃 法政大学

P01B23 日本プロ野球における外国人選手名と能力評価の関連

「パワフルプロ野球」 の能力値を用いた検討

◯榊原　良太 昭和女子大学

P01B24 若年女性の顔立ちとスタイルの評価についての8カ国

比較

平均以下効果と平均以上効果の観点から

◯鈴木　公啓 東京未来大学

 生田目　光 筑波大学

 山宮　裕子 テンプル大学

 矢澤　美香子 武蔵野大学

 吉澤　裕世 順天堂大学

 田村　好史 順天堂大学

P01B25 “お客様は神様か？” をめぐる国際比較

日韓における消費者特権意識と苦情生起傾向の検討

◯池内　裕美 関西大学
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ポスター発表P02A　第1日

P02Aポスター発表 第1日（9月20日）　　15 : 00～16 : 30 法文1号館2階215教室

在席責任時間　奇数番号︓15 : 00～15 : 45　偶数番号︓15 : 45～16 : 30

P02A01 能力比較と意見比較を喚起するテキストベースの SNS 
投稿の閲覧が well-being に与える影響の検討

◯大塚　勇輝 上智大学

 樋口　匡貴 上智大学

P02A02 女性の世代間不公平の知覚が大学入試における女子

枠への賛成度に及ぼす影響

◯水口　真希 東京大学

 鈴木　啓太 東京大学

 村本　由紀子 東京大学

P02A03 ターゲットの性別と優れている領域がターゲットの非人

間化に及ぼす影響

20〜30代の男性を参加者とした検討

◯朴　建映 東京都立大学

 李　禕飛 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P02A04 顕在意識指標と潜在意識指標の両者を用いた他民族

意識形成に関わる因果関係の検証

Explore.Implicitサイトを活用した2つの意識レベル指標

の統合的理解の試み

◯潮村　公弘 フェリス女学院大学

P02A05 生産者の顔写真は外国産食品に対する安心感を高め

るか

◯田戸岡　好香 高崎経済大学

 石井　国雄 東京家政大学

P02A06 店員の顔の魅力が購買意欲に及ぼす影響

可愛い店員のオススメ品は魅力的？

◯小島　弥生 北陸大学

P02A07 外国の大衆文化に対する好意が外国に対する好意度

に及ぼす影響

ソフトパワーに関する探索的研究

◯佐久間　勲 文教大学

P02A08 外国籍居住者に対する偏見の因果関係の検討

知識と態度の２側面からの測定に基づいて

◯申　知元 神田外語大学

 林　和眞 東京都市大学

P02A09 外国人福祉受給者へのDeservingness評価に与える影

響の検討

―行動免疫システムに注目して―

◯柿本　航哉 東洋大学

 北村　英哉 清泉大学

P02A10 難聴に対する偏見の低減をねらいとしたワークショップ

の実践

◯勝谷　紀子 東京大学 ・放送大学

 佐野　智子 国際医療福祉大学

P02A11 Culture and Perception:
Cultural Variation in Perception in European Canadians, 
Japanese, and Mongolians.

◯Tsolmon Bayart-Od University of Alberta
 Takahiko Masuda University of Alberta

P02A12 「子だくさん」 の母親に関するステレオタイプ

生活史理論に基づく検証

◯塚本　早織 愛知学院大学

 Oliver Sng カリフォルニア大学 Irvine校

P02A13 トランスジェンダーに対する印象と偏見の関連の検討 ◯蟹澤　旭  神戸大学

 ターン　有加里ジェシカ 神戸大学

P02A14 エイジズムの対象と方向性

エイジズムを （年上世代／年下世代） × （に対する／

から受ける） と捉え直しての検討

◯長谷川　正史 放送大学

 森　津太子 放送大学

― 55 ―



— 7 —

ポスター発表P02A　第1日

P02A15 無作為に生じる否定的事象の確率判断に自我関与と事

前行為が及ぼす影響

Risen & Gilovich (2008, Study 2) の直接的追試を通し

て

◯藤島　喜嗣 東洋大学

P02A16 脳への介入技術に対する一般市民の認識

心についての機能主義的信念との関連の検討

◯谷辺　哲史 早稲田大学

 太田　紘史 筑波大学

P02A17 上昇婚は幸せか？上昇婚正当化と人生満足感

ジェンダー格差社会の結婚観とシステム正当化の検討

◯麻生　奈央子 お茶の水女子大学

 森永　康子 広島文教大学

P02A18 潜在連合テスト （IAT） を用いた宗教的信念測定の妥

当性の検証

◯三樹　彩花 日本女子大学

 石井　辰典 日本女子大学

P02A19 生活保護制度への賛意に関する規定因について

―大学生を対象にして―

◯石川　星 静岡大学

 高良　美樹 琉球大学

 江口　昌克 静岡大学

P02A20 健康信念 ・ リテラシーに基づくセグメントに対する情報

提供コンテンツの開発

放射線に関するリテラシー向上の観点から

◯平井　啓 大阪大学

 山村　麻予 関西福祉科学大学

 松村　悠子 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

 八木　絵香 大阪大学

 坪倉　正治 福島県立医科大学

 大竹　文雄 大阪大学

P02A21 メリトクラシーの選好性に関する尺度の作成 ◯野寺　綾 奈良県立大学

P02A22 ライフヒストリーから探る低所得者の保守政党支持

システム正当化理論の枠組みに基づく検討

◯中越　みずき 関西学院大学

P02A23 日本語版道徳基盤ビネット （MFV-J） の作成と 妥当性

の検討

◯須山　巨基 安田女子大学

 山田　順子 立正大学

 中分　遥 北陸先端科学技術大学院大学

P02A24 日本と地域での領域別不公正感が地域におけるミクロ

不公正感に及ぼす効果

◯川嶋　伸佳 神奈川大学
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ポスター発表P02B　第1日

P02Bポスター発表 第1日（9月20日）　　15 : 00～16 : 30 法文1号館3階315教室

在席責任時間　奇数番号︓15 : 00～15 : 45　偶数番号︓15 : 45～16 : 30

P02B01 “名曲ハラスメント” は “ハラスメント” の評価を変える

のか？

評価条件付けを用いた道徳違反語に対する感情価評

価変化の検証

◯有馬　未来子 一橋大学

 後藤　伸彦 一橋大学

P02B02 アカウントの匿名状況から投稿内容の感情を予測できる

か？

Xへのポストを対象として

◯岡本　香 高崎健康福祉大学

 牧尾　美里 東京福祉大学

P02B03 フードシェアリングが心理的距離と返報性に与える影響

一つの食べ物の分け合いに注目して

◯福田　実奈 京都外国語大学

 棟方　快徒 森永製菓（株）

 荒井　萌 森永製菓（株）

 和食　麻衣 森永製菓（株）

 土屋　瞳 森永製菓（株）

P02B04 環境配慮行動に関わる価値観の潜在構造の検討

日本人サンプルにおける因子分析

◯長谷川　由弥オリバ 北海道大学

 寺垣　穂香 北海道大学

 糸井　風音 筑波大学

 甲斐田　直子 筑波大学

 高橋　舞 奈良女子大学

 大沼　進 北海道大学

P02B05 異なる関係流動性下における評判管理戦略 ◯日下部　春野 北海道大学 ・日本学術振興会

 結城　雅樹 北海道大学

P02B06 自尊心の日米差を支える社会的相互作用メカニズム

関係流動性と称賛 ・批判の媒介効果の検討

◯五十嵐　聡汰 北海道大学

 日下部　春野 北海道大学 ・日本学術振興会

 結城　雅樹 北海道大学

P02B07 青年期における孤独感 ・最小相互作用 ・精神的健康

の相互影響過程

環境変化の有無に着目した縦断データに対する心理

ネットワークアプローチの適用

◯上田　寛 広島大学 ・日本学術振興会

 李　受珉 広島大学

 池田　蓮人 広島大学

 小桝　真呼 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P02B08 犬の散歩は場所に紐付いた社会関係を生む ◯石黒　格 立教大学

P02B09 「愛想の良さ」 は自己指向的な共感か他者指向的な共

感か

◯伊藤　倫 名古屋大学

P02B10 学校種による 「学校ロイヤリティ」 形成モデルの比較分

析

―大学と専門学校の評価モデルの違い―

◯古谷　文男 応用社会心理学研究所

 田中　麻紗子 応用社会心理学研究所

 八木　秀泰 応用社会心理学研究所

P02B11 間接的要求の理解についての規範的反応に対する適

切性判断 (2)
◯平川　真 広島大学

P02B12 解読時の視線パターンと感情解読の正確さとの関連

欧米人が刺激人物であるテストを用いた検討

◯志水　勇之進 愛知淑徳大学

 小川　一美 愛知淑徳大学

P02B13 心理ゲームが参加者の友人関係に与える影響

―人狼ゲームは参加者の友人関係を構築 ・進展させる

のか？―

◯牧野　幸志 摂南大学
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P02B14 チャット会話における文末の三点リーダーが送り手への

評価に与える影響 (2)
―特性形容詞尺度を用いた印象の3次元からの比較―

◯酒井　拓人 愛知学院大学

P02B15 デジタルコミュニケーションにおける絵文字の使用

適切さと過剰さがメッセージの受信者に与える影響

◯神野　雄 西武文理大学

 川野邉　そよ 卒業時所属 ：西武文理大学

P02B16 コミュニケーションスタイルの異なる文化間での嘘をつく

際の言語的方略と年齢の関連の比較

◯太幡　直也 愛知学院大学

 Aldert Vrij University of Portsmouth

P02B17 「信頼ボタン」 の導入がSNS上の誤情報識別に与える

影響

Globigら (2023)の再現性検証

◯Yuzan He 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P02B18 なぜ戦いは絆を強めるか？オキシトシンの役割 ◯汪　明琛 玉川大学

 吉村　麻美 玉川大学

 井上　美雨 Utrecht University
 後藤　日奈子 玉川大学

 前田　友吾 玉川大学

 高岸　治人 玉川大学

P02B19 共感する相手は同質な他者？異質な他者？

―関係流動性を独立変数、 文化的自己観を媒介変数

とした媒介分析―

◯福島　慎太郎 東京女子大学

P02B20 職場での援助行動の実行と不実行が後悔感情に与える

影響

◯ゲルゲル　クラウディア お茶の水女子大学

P02B21 向社会的行動と主観的幸福感の関連

援助と分与及びその理由づけに基づく検討

◯町田　賢治 名古屋大学

 武田　美亜 青山学院大学

 石井　敬子 名古屋大学

P02B22 援助者の探求過程 9
援助を受けることの困難さに関する検討

◯太田　仁 奈良大学

P02B23 孤独感と援助要請の因果関係

縦断データを用いての検討

◯橋本　剛 静岡大学

P02B24 見知らぬ他者への援助行動レパートリーの収集およびリ

ストの作成

◯平山　陽菜 東京大学

 村本　由紀子 東京大学
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在席責任時間　奇数番号︓17 : 00～17 : 45　偶数番号︓17 : 45～18 : 30

P03A01 極端な利他行動は規範逸脱を予期させるか？ ◯奈良岡　愛梨 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P03A02 なぜ性犯罪被害者を責めるのか？

嫌悪感受性と外集団カテゴリ化が被害者非難に及ぼす

影響の検討

◯蜂谷　優友 東北大学

 荒井　崇史 東北大学

P03A03 性格の類似性と性格特性の強さが対人魅力に及ぼす

影響

◯西浦　真喜子 北陸大学

P03A04 考える力は対人関係を支えるのか

クリティカルシンキング能力と学校適応感の関連性の再

検討

◯矢澤　順根 広島大学 ・人間総合科学大学

 中島　健一郎 広島大学

P03A05 顔にあらわれる信頼

自然な表情表出と意図的な表情表出が信頼に及ぼす

効果

◯小林　右京 大阪公立大学

 前田　楓 立教大学

 谷田　林士 大正大学

 橋本　博文 大阪公立大学

P03A06 討論時の批判的思考態度の現実と理想

―社会的スキルに着目して―

◯石川　真 上越教育大学

P03A07 セルフ ・ コンパッションによる親密な相手に対する非人

間化の低減

◯宮川　裕基 追手門学院大学

 Jia Wei Zhang The University of Memphis

P03A08 小 ・中学生の反抗的態度が両親の精神的健康に与え

る影響

両親が認知する子どもに対する理解困難感を媒介して

◯西村　由貴子 広島大学 ・日本学術振興会

 中島　健一郎 広島大学

P03A09 青年期のアタッチメント選好とインターネット依存 ◯謝　新宇 神戸学院大学

 徐　煜 広島大学

P03A10 親密な関係における非人間化されることが IPV被害に

与える影響

－CLPMモデルを通じたパネルデータの分析－

◯黄　瑶 広島大学

 相馬　敏彦 広島大学

P03A11 マッチングアプリ利用者の特徴とイメージ

対人関係において 「積極的」 か 「控えめ」 か？

◯天野　陽一 東京都立大学

P03A12 呼称の利用促進が対面の関係形成に及ぼす影響

関係形成段階から呼称で呼び合うグループワークの開

発

◯谷田　林士 大正大学

P03A13 Dark Triadが反芻思考を介して心理的 IPV加害に及ぼ

す影響

夫婦関係に関する3波縦断調査による検討

◯金政　祐司 追手門学院大学

 宮川　裕基 追手門学院大学

 古村　健太郎 弘前大学

P03A14 結婚支援イベントにおける自己開示の重要性

イベント満足度およびマッチング成否の予測因に関する

検討

◯鬼頭　美江 明治学院大学

 山田　順子 立正大学

 倉林　千恵子 本庄市社会福祉協議会

 山口　貴大 本庄市社会福祉協議会

 松波　和希 本庄市社会福祉協議会
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P03A15 中学運動部員の主導的自己表現と自己への気遣いと

の関係

◯吉村　斉 高知学園大学

P03A16 親のゆとりや知識 ・技術と子どもの行動の関係 ◯松原　詩緒 小田原短期大学

 中山　恵 東京立正短期大学

P03A17 親アイデンティティが育児感情を介して子による夫婦関

係の脅威に及ぼす影響

―夫婦のペアデータを用いた検討―

◯山下　倫実 十文字学園女子大学

 加藤　陽子 十文字学園女子大学

 石田　有理 十文字学園女子大学

P03A18 職場での恋愛に対する態度とその関連要因の検討 ◯小野　由莉花 京都橘大学

P03A19 「推し」 への支出における 「推し」 志向的動機と自己

志向的動機

支出の際の幸福感及び対人関係における目標との関

連

◯宮崎　弦太 学習院大学

P03A20 結婚支援イベントにおけるマッチング公開は有用か？

結婚支援イベントにおける異性とのマッチング結果公開

に対する評価の社会間比較

◯山田　順子 立正大学

 鬼頭　美江 明治学院大学

P03A21 「子育てチーム」 認知範囲の夫婦間影響過程の検討

―夫婦ペアパネルデータを用いた検討―

◯西村　太志 広島国際大学

 湯藤　魁 広島国際大学

 津村　夏菜 広島国際大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

 相馬　敏彦 広島大学

P03A22 ペットとの関わりは文化的離反を超えて精神的健康を支

えるか

◯子安　ひかり 麻布大学

 小笠原　さくら 麻布大学

 菊水　健史 麻布大学

 村井　俊哉 京都大学

 西田　淳志 東京都医学総合研究所

 永澤　美保 麻布大学

P03A23 学歴による高齢期の社会関係格差

出生コホート ・ 男女別分析

◯小林　江里香 東京都健康長寿医療センター研究所

 原田　謙 実践女子大学

 竹内　真純 東京都健康長寿医療センター研究所

 杉澤　秀博 桜美林大学

P03A24 The Balance Between Risks and Resources Scale日本語

版の検討

◯古谷　嘉一郎 関西大学

 山崎　茜 広島大学
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P03B01 個人 ・地域レベルの関係流動性と社会的孤立 ・孤独

との関連

◯浦　光博 追手門学院大学

P03B02 ソーシャルサポートが育児ストレスに与える影響に関す

る日中比較

日本人と在日中国人を対象とした質問調査を基に

◯林　萍萍 大阪商業大学

 宍戸　邦章 大阪商業大学

P03B03 若年女性における 「売春」 経験の有無と家族 ・友人

によるソーシャルサポートの関連

◯木村　映里 東洋大学

 高　史明 東洋大学

 荻上　チキ （一社） 社会調査支援機構チキラボ

P03B04 青年期における夜間 ・社会恐怖とぬいぐるみとのインタ

ラクションの関係に関する分析

◯土方　嘉徳 兵庫県立大学 ・関西学院大学

 藤元　愛梨 兵庫県立大学

 宮本　恵真 関西学院大学

P03B05 ゆるせない体験をした者の傷つきと反実仮想 ◯小浜　駿 宇都宮共和大学

 沼田　真美 目白大学

P03B06 傷つき関連認知がゆるしを介して心理的距離に与える

影響

◯沼田　真美 目白大学

 小浜　駿 宇都宮共和大学

P03B07 アウトサイダー感覚に代表される疎外感は孤独感と分離

できるのか

アイデンィティ融合尺度と新たな尺度に基づく探索的検

討

◯森下　丈 北陸先端科学技術大学院大学

 中分　遥 北陸先端科学技術大学院大学

P03B08 Dark Triadの高いリーダーはなぜ選ばれるのか？

社会的支配志向性と自己関連性の影響

◯吉田　綾乃 東北福祉大学

 阿部　史佳 石巻市役所

P03B09 大学教員のストレス反応

職階の違いに注目して

◯稲垣　勉 京都外国語大学

 河越　隼人 帝塚山大学

 渡邊　ひとみ 高知大学

P03B10 孤独感が入眠困難に及ぼす影響

中頻度縦断データを用いた検討

◯池田　蓮人 広島大学

 李　受珉 広島大学

 上田　寛 広島大学

 小桝　真呼 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P03B11 家族 ・親子間で 「おそろい」 を楽しむ理由とその効果 
(1)
―リンクコーデの経験有無による家族関係の満足感の

比較―

◯市村　美帆 和洋女子大学

 新井　洋輔 神戸医療未来大学

P03B12 家族 ・親子間で 「おそろい」 を楽しむ理由とその効果 
(2)
―リンクコーデに対する評価尺度の構造の検討―

◯新井　洋輔 神戸医療未来大学

 市村　美帆 和洋女子大学

P03B13 集団を形成する要素のクラスター分析

6つの集団に着目して

◯小林　智之 関西学院大学

 吉田　和樹 医療創生大学
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P03B14 集団意思決定における心理的安全性と発言行動の関

係

―意見の多数派， 少数派に着目して―

◯近藤　真佳 九州大学

 児玉　真樹子 広島大学

P03B15 心理的安全性の低さが支える規範維持

有給休暇取得を題材とした検討

◯岩谷　舟真 関西学院大学

 正木　郁太郎 東京女子大学

 今城　志保 リクルートマネジメントソリューションズ

 村本　由紀子 東京大学

P03B16 集団形成における包摂の境界領域と新参者の役割変

容

化学反応ゲームを用いた検討

◯杉浦　淳吉 慶應義塾大学

 鈴木　清史 静岡大学

 レンツ　フランツ ライプニッツ大学ハノーファー

P03B17 メディア利用と日本人意識 (13)
2024パリオリンピック評価と日本人 ・ コスモポリタニズム

意識

◯山下　玲子 東京経済大学

 有馬　明恵 東京女子大学

P03B18 メディア利用と日本人意識 (14)
2024年パリオリンピック観戦者のチーム IDとファンコミュ

ニティ IDに焦点を当てて

◯有馬　明恵 東京女子大学

 山下　玲子 東京経済大学

P03B19 出生に伴う母親の所属集団の増減と実行機能の関係 ◯後藤　伸彦 一橋大学

 波多野　文 （株）イデアラボ

P03B20 移民に対する社会的価値志向性

社会的割引モデルによる発展的検討

◯王　偉宇 関西学院大学

 柏原　宗一郎 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P03B21 間接互恵状況で 「評判が良い人にあえて利他的に振

舞わない者」 への評価

◯小野田　竜一 大東文化大学

P03B22 協力のパートナー選択に伴うコストの測定

山岸 (1998)における取引コスト尺度の作成の試み

◯新井　さくら 東京大学 ・日本学術振興会

P03B23 相手の所属集団が協力行動や互酬性の期待に与える

影響

1回限りの順序つき囚人のジレンマゲームと最小条件集

団パラダイムを用いた検討

◯永延　佳那子 大阪公立大学

 前田　楓 立教大学

 谷田　林士 大正大学

 橋本　博文 大阪公立大学

P03B24 社会的不確実性が向社会行動の個人差に与える影響 ◯後藤　日奈子 玉川大学 ・日本学術振興会

 後藤　晶 明治大学

 高岸　治人 玉川大学
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P04A01 繰り返し型社会的ジレンマゲームにおける協力の持続

Driving Game経験を基盤とした意思決定モデルの構築

◯成田　達樹 青山学院大学

 水野　景子 東北大学

 井上　裕香子 安田女子大学

 清成　透子 青山学院大学

P04A02 規範の共有は罰のクラウディング ・ アウト現象を乗り越

えられるか

◯稲葉　美里 近畿大学

P04A03 社会的ジレンマ状況における確率的意思決定モデルの

構築

◯星野　匠映 関西学院大学

 水野　景子 東北大学

 清水　裕士 関西学院大学

P04A04 「目」 の提示及び感謝メッセージの提示が迷惑行為と

利他行動に及ぼす影響の検討

◯真島　理恵 札幌大学

 清藤　美翔 札幌市南区役所

P04A05 「見つめる目」 が利己的行動の抑制に及ぼす影響

―The Difference Spotting Taskを用いた検討

◯吉本　睦未 日本女子大学

 伴野　彩 川崎市南部児童相談所

 石井　辰典 日本女子大学

P04A06 社会関係が選択可能な状況での協力行動の学習シミュ

レーション

◯上島　淳史 慶應義塾大学

P04A07 本当に災害は人を協力的にするのか ◯小西　直喜 産業技術総合研究所

 梅谷　凌平 産業技術総合研究所

 本間　拓人 産業技術総合研究所

 後藤　晶 明治大学

 横山　武昌 産業技術総合研究所

P04A08 大学生アスリート版フォロワーシップ尺度の開発とその

特徴

◯松原　旭飛 日本体育大学

 高井　秀明 日本体育大学

P04A09 評判懸念は援助行動を抑制するか

Kawamura & Kusumi （2018） の直接的追試

◯清野　幸歩 日本女子大学

 石井　辰典 日本女子大学

P04A10 テーマパークでの迷惑行為に関する研究

―11年前のデータとの比較―

◯北折　充隆 金城学院大学

 吉武　久美 人間環境大学

P04A11 寄付を求められるとき他者の寄付から目を背けるか？ ◯三石　宏大 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P04A12 利他行動における逆同調

ボランティア参加における多数派から少数派への選択

変更のメカニズム

◯杜　佳霖 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P04A13 ユーモア刺激と集団討議パフォーマンスとの関連

大学生を対象としたNASA問題を用いた実験研究

◯植村　善太郎 福岡教育大学
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P04A14 負担配分の公平さが当事者性の高い人々の議論に与

える影響の検討

除去土壌福島県外処理問題を題材とした集団討議実

験

◯相馬　ゆめ 北海道大学 ・日本学術振興会

 柴田　侑秀 北海道大学

 崔　青林 北海道大学

 中澤　高師 東洋大学

 辰巳　智行 豊橋創造大学短期大学部

 有馬　淑子 京都先端科学大学

 大沼　進 北海道大学

P04A15 嫌いな人にも寛容になれる？

― 「寛容さの不承認－尊重モデル」 （Simon, 2023）
の日本での追試結果―

◯萩谷　遥平 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P04A16 人口動態変化が外国人労働者への態度に及ぼす影響

―集団間脅威の媒介効果と社会的支配志向性等の社

会信念の調整効果―

◯森泉　哲 南山大学

P04A17 i-deals適用範囲が従業員の公正感と就業継続意図に

与える影響

◯角心　理枝子 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

P04A18 職場で道徳不活性化が非倫理的向組織行動、 関係性

攻撃に及ぼす影響について

◯大西　彩子 甲南大学

 北居　明 甲南大学

P04A19 組織文化の因子構造に関する研究

組織文化のダークサイド ・ ブライトサイドの観点から

◯三角　孝太朗 九州大学

 池田　浩 九州大学

 吉原　克枝 福岡工業大学短期大学部

 出石　琴美 ユトレヒト大学

P04A20 Deep-Level Diversityが職場のパフォーマンス要因に与

える影響に関するシステマティック ・ レビュー

◯小澤　佳澄 上智大学

 樋口　匡貴 上智大学

P04A21 関係流動性と相互監視の提案促進環境への影響

日本の職場における調査

◯中村　沙椰 大阪公立大学

 内田　由紀子 京都大学

P04A22 個人とみんなの心理的安全性はどちらが大事か

異なる視点からの回答を用いた探索的検討

◯今城　志保 リクルートマネジメントソリューションズ

 藤村　直子 リクルートマネジメントソリューションズ

P04A23 i-dealsの希望は妬みを通じて自己向上を促すか？

―同僚の獲得可能性が導く良性妬みとその後の反応―

◯張　梓源 広島大学

 相馬　敏彦 広島大学

P04A24 4種類の危機とリーダーシップの評価 ◯小久保　みどり 立命館大学
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P04B01 掲示物に鏡を付けると通行人にメッセージは届くか？

キャンパス内での行動観察による検討

◯山﨑　真理子 鹿児島大学

 青山　謙二郎 同志社大学

P04B02 ドライバーを対象とした睡眠改善プログラムにおける参

加者の行動量と成果の関連

◯丹野　宏昭 WizWe習慣化研究所

P04B03 産業場面におけるメンター制度 ・研修制度がワーク ・

エンゲイジメントと組織内自尊感情に与える影響

◯足立　邦子 園田学園大学

 山村　麻予 関西福祉科学大学

 小田桐　良一 園田学園大学

P04B04 推し活へのコミットメントを測定する尺度の開発 その2
―基準関連妥当性と構成概念妥当性の検討―

◯福井　義一 甲南大学

 中谷　智美 名古屋産業大学

P04B05 The Manipulation of Relational Mobility ◯朱　一鳴 北海道大学

 結城　雅樹 北海道大学

P04B06 能動的情報探索とバイアス形成のメカニズム

ウェブ検索を通じた態度変容の探索的分析

◯鈴木　貴久 津田塾大学

P04B07 視覚障害理解を促進する日本産業規格 （JIS） 活用の

効果

アクセシブルサービス規格を用いた検討

◯森川　美和 明星大学

P04B08 場面別ながらスマホ育児が幼児の社会性に及ぼす影響

3波パネル調査によるアタッチメントの媒介効果の検討

◯松尾　由美 江戸川大学

P04B09 SNSにおける金銭的報酬が意見表明に与える影響 ◯下川　詩乃 関西学院大学

 岩田　和也 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P04B10 日本におけるX （Twitter） 利用と政治的イデオロギー

の関連

2024年1月における利用経験と利用継続

◯高　史明 東洋大学

P04B11 送り手から見た自然災害報道のヴィジュアルフレーミン

グ

―インタビュー調査による探索的分析―

◯川端　美樹 目白大学

P04B12 マンガ ・ アニメの及ぼす影響に関する心理学的研究 ◯野村　卓志 東京経済大学

P04B13 日本における 「メディア不信」 の構造

シニシズムを軸としたオーディエンスの態度分析

◯日下部　聡 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P04B14 年間リスニングレポートの使用体験がブランド忠誠度に

与える影響

ブランド体験を媒介とした影響メカニズムの検討

◯張　楽昕 東京経済大学

P04B15 金融に関する意識による分類と ICT利用行動の特徴 ◯小島　誠也 NTTドコモ

 水野　一成 NTTドコモ

 桑津　浩太郎 立命館大学

 廣瀬　通孝 東京大学

P04B16 消費者の行動的経験とコミュニケーション ・ スキル ◯泉水　清志 埼玉工業大学
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P04B17 女子大生の自己愛と 「推し」 への貢献 ◯齊藤　理瑛子 東京女子大学

P04B18 日本における長期的な政治信頼構造と政治参加の関

係

2005年-2019年の JESデータを用いた二次分析研究

◯大西　健太 一橋大学

 稲葉　哲郎 一橋大学

P04B19 社会心理学にもとづく政策立案への人々の態度

―エビデンス呈示の効果の検討―

◯橋本　剛明 東洋大学

 工藤　泰幸 東京大学

 唐沢　かおり 東京大学

P04B20 ソーシャルメディア上の対中好意的言説に関わるアカウ

ントの分類と特徴

◯小林　哲郎 早稲田大学

 吉田　光男 筑波大学

 鈴木　貴久 津田塾大学

 周　源 神戸大学

P04B21 中国の対日ツイッター外交におけるトピックの分析 ◯廖　宇慧 早稲田大学

 小林　哲郎 早稲田大学

P04B22 Beyond the Political Moderate and Midpoint Response 
Bias:
Contrasting Japan’s Bi-conceptualism with the American 
Ideological Structure

◯Cleone Mitsui  Osaka Metropolitan University ・

Japan Society for the Promotion of 
Science

 Yuta Kawamura Osaka Metropolitan University

P04B23 若者の心理的エンパワメント ・ ニーズに関する探索的

検討

子どもと関わる仕事に従事している者への調査から

◯髙橋　尚也 立正大学

P04B24 親子の政治的会話と子の政治的社会化の関連の学校

段階間比較

―大規模調査データを二次利用した多母集団RI-
CLPMによる探索的検討―

◯廣瀬　周作 広島大学

 中島　健一郎 広島大学
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P05A01 内受容感覚と注意および自己概念の明確さとの関連

日本人を対象とした検討

◯田中　里奈 名古屋大学 ・日本学術振興会

 松川　恵大 名古屋大学

 柴田　浩史 名古屋大学

 大平　英樹 名古屋大学

 石井　敬子 名古屋大学

P05A02 ポジティブ感情変動の日米比較

経験サンプリング調査による検討

◯中西　柚香 一橋大学

 Danfei Hu The Hebrew University of Jerusalem
 Maya Tamir The Hebrew University of Jerusalem
 Lisya Kaspi The Hebrew University of Jerusalem
 Yulia Chentsova-Dutton Georgetown University
 奥山　智天 一橋大学

 宮本　百合 一橋大学

P05A03 知識獲得コミュニケーションの阻害要因の検討

他者の期待についての推論と評価懸念に着目して

◯塩田　滉介 東京大学

 鈴木　啓太 東京大学

 村本　由紀子 東京大学

P05A04 ソーシャル ・ サポートがウェルビーイングに及ぼす影響

日本 ・台湾 ・英国 ・米国の国際分析

◯ Igor de Almeida 京都大学

 田中　康寛 コクヨ（株）

 内田　由紀子 京都大学

P05A05 Cultural Tightness and Well-Being Across Cultures:
The Moderating Role of Regulatory Focus in Japan and 
the U.S.

◯Yan Li Kyoto University
 Yukiko Uchida Kyoto University

P05A06 引越し経験は参入先のデフォルト戦略の採用を加速す

る

◯小宮　あすか 広島大学

 足立　紗輝 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

P05A07 文化的自己観尺度のための係留寸描項目の作成

大学生への予備調査

◯田崎　勝也 青山学院大学

P05A08 日米中における 「先輩後輩」 関係の比較研究

上下関係意識と組織運営への示唆

◯田中　皓介 京都大学

 高山　健太 京都大学

 川端　祐一郎 京都大学

 浜崎　洋介 京都大学

 藤井　聡 京都大学

P05A09 特性語を用いた作動性 ・共同性尺度の再検討

多因子モデルと性格特性の枠組みとの連続性

◯苫米地　飛 東京大学

 馬目　蓉子 元東京大学

 清水　佑輔 成城大学

 唐沢　かおり 東京大学

P05A10 日本に戻ってくる人々

海外帰還移民の帰還理由と適応

◯加藤　潤三 立命館大学

 前村　奈央佳 神戸市外国語大学

P05A11 ニュージーランド移住者の移住動機についての事例研

究

日本社会から避難し新たな暮らしを始めること

◯前村　奈央佳 神戸市外国語大学

 加藤　潤三 立命館大学

P05A12 宗教性の類似度が他者への信頼度に与える影響 ◯北村　勇也 九州大学

 山本　健太郎 九州大学
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P05A13 日本人の 「みえない宗教性」 を探る

自然言語処理を用いた 「Crush!」 に対するソーシャル

メディア上の反応分析

◯恒松　杏 名古屋大学

 小宮　あすか 広島大学

 高野　了太 名古屋大学

P05A14 孤独感を低減させる大学の取り組み調査 ◯戸谷　彰宏 広島大学

 李　受珉 広島大学

 神原　広平 同志社大学

 清水　陽香 西九州大学短期大学部

 謝　新宇 神戸学院大学

 池田　蓮人 広島大学

 張　清源 元広島大学

 安部　主晃 広島大学

 阿部　夏希 長野大学

 重松　潤 富山大学

 早瀬　良 中部大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 阿部　修士 京都大学

 中井　隆介 京都大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

 中島　健一郎 広島大学

P05A15 社会的比較における同化と対比プロセスが主観的感情

に及ぼす影響

SNS投稿による他者提示法を用いた検討 （2）

◯大久保　暢俊 東洋大学

P05A16 潜在プロファイル分析を用いた孤独感の変化に関する

考察

―戸谷他 （2024） の縦断データを用いて―

◯李　受珉 広島大学

 池田　蓮人 広島大学

 上田　寛 広島大学

 小桝　真呼 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P05A17 二時点データを用いた孤独感と孤独を好む志向性の関

連の検証

◯豊島　彩 島根大学

P05A18 情報通信技術の高度化における視覚障害者の 「生活

の質」 の変化

食生活に着目して

◯間々田　理彦 愛媛大学

P05A19 性別および性的指向による自己モノ化の差異

異性愛者男性 ・非異性愛者男性 ・女性の比較分析

◯Alexander Navarro 名古屋大学

 森川　華帆  名古屋大学

 高井　次郎  名古屋大学

P05A20 性役割態度の規定因に関する研究

～思春期の家庭環境に焦点を当てて～

◯武藤　麻美 阪南大学

P05A21 好意的性差別が若者の人生満足度に及ぼす影響

システム正当化及びジェンダー ・ システム正当化の媒

介効果の検討

◯高橋　彩 津市立三重短期大学

P05A22 Powerless感とジェンダーシステム正当化

夫の収入との差は現状肯定によって癒やされるのか

◯森永　康子 広島文教大学

 福留　広大 聖カタリナ大学

 清末　有紀 植草学園大学

 平川　真 広島大学

P05A23 日本における 「不安定な男性らしさ理論」 の適用可能

性

―理論的前提の確認―

◯川島　千佳 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P05A24 対人関係における性的モノ化の測定に向けた尺度項目

の探索

自由記述データの内容分析から

◯森川　華帆 名古屋大学

 高井　次郎 名古屋大学
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P05B01 日本のウェルビーイング指標の特徴

―地方自治体および研究機関の関心―

◯工藤　泰幸 東京大学

 清水　佑輔 成城大学

 福山　秀平 元東京大学

 苫米地　飛 東京大学

 唐沢　かおり 東京大学

P05B02 都市空間でのwell-beingを巡る心理 ・環境要因のネッ

トワーク分析

◯打田　篤彦 神戸大学

 渥美　圭佑 （株）バイオーム

 増本　康平 神戸大学

 谷口　隆晴 神戸大学

 原田　和弘 神戸大学

 近藤　徳彦 神戸大学

P05B03 時間的距離が旅行計画に与える影響

解釈レベル理論にもとづく観光動機の反映過程

◯岡本　卓也 信州大学

P05B04 中高年 ・ シニア層の情報通信技術不安とネット利用と

の関係

パネル調査データによる因果関係の検討

◯北村　智 東京経済大学

P05B05 高齢者は日常生活の分からないことを誰に尋ねている

か

高齢者の日常学習と社会的ネットワークの関連性に関

する基礎的検討

◯津村　健太 帝京大学

 森　玲奈 帝京大学

 生島　美和 帝京大学

P05B06 捜査面接における質問種類が回答者の認知的負荷に

及ぼす影響

二重課題法を用いた検討

◯古橋　健悟 科学警察研究所

 横田　賀英子 科学警察研究所

 大塚　祐輔 科学警察研究所

 平間　一樹 科学警察研究所

 渡邉　和美 科学警察研究所

P05B07 再犯の背景情報と援助規範意識が刑事施設出所者に

対する支援的態度に及ぼす影響

◯板山　昂 関西国際大学

P05B08 いじめ傍観行動における多元的無知 （６）

―交差遅延効果モデルによる検証―

◯有倉　巳幸 鹿児島大学

 稲垣　勉 京都外国語大学

 神山　貴弥 同志社大学

P05B09 チープな協力意図シグナルの進化ダイナミックス

数理解析とシミュレーションによる検討

◯渡邊　裕季乃 東京大学

 大槻　久 総合研究大学院大学

 河村　悠太 大阪公立大学

 大坪　庸介 東京大学

P05B10 自然との一体感が環境配慮行動に与える探索的検討

さまざまな自然物とのアイデンティテイ融合に着目して

◯馬　久嵐 北陸先端科学技術大学院大学

 中分　遥 北陸先端科学技術大学院大学

P05B11 自然に対する価値認識と伝統的な世界観の関連 ◯舘石　和香葉 北海道武蔵女子大学

 中分　遥 北陸先端科学技術大学院大学

 藤井　修平 國學院大学

 柴﨑　祥太 同志社大学

 中臺　亮介 横浜国立大学
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P05B12 自然動物への態度に影響を与える要因の探索的検討

アーバンベアに対する保護および排除に関する心理的

基盤を探る

◯永井　洋子 北陸先端科学技術大学院大学

 瀧川　諒子 北陸先端科学技術大学院大学

 中分　遥 北陸先端科学技術大学院大学

P05B13 Why Positive Goal Framing Works Better?
The Mediation Role of Tone and Quality Perception in 
Green Product Purchases

◯Boxuan Song Hitotsubashi University
 Shinsuke Suzuki Hitotsubashi University
 Shaofeng Zheng Hitotsubashi University
 Nobuhiko Goto Hitotsubashi University

P05B14 環境問題の重要性に関する判断基準

二次元イメージ展開法の評価理由のテキスト分析から

◯園田　美保 鹿児島女子短期大学

P05B15 名古屋市民はプラスチック一括収集制度をどう評価した

のか

◯前田　洋枝 南山大学

P05B16 監視提示と環境美化によるごみのポイ捨て抑制効果の

検討

―大学構内における介入実験―

◯中俣　友子 尚絅学院大学

P05B17 街中でのスマートフォン利用に対する意識

大学生を対象として

◯元吉　忠寛 関西大学

P05B18 「集まる場所」 と最小相互作用

都道府県レベルの社会生態学的指標と最小相互作用

との関連

◯平島　太郎 愛知淑徳大学

P05B19 都市部における若中年層の地域活動参加意向を高め

るナッジ

―オンライン調査によるエビデンス―

◯植竹　香織  ポリシーナッジデザイン（同） ・ 奈良

女子大学

 村山　洋史 東京都健康長寿医療センター研究所

P05B20 Social Networking Addiction Scale日本語版の開発

―基準関連妥当性と構成概念妥当性の検討―

◯中谷　智美 名古屋産業大学

 福井　義一 甲南大学

 堀　孝司 甲南大学

P05B21 自尊感情の下位側面と状態自尊感情の変動との関連

大学生の学業失敗場面に着目した検討

◯平川　航太朗 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

 西口　雄基 千葉大学

P05B22 教師間の相互コンサルテーションにおける児童理解と

学級経営省察のための尺度に関する予備調査

◯弓削　洋子 愛知教育大学

 中川　明 名古屋市教育委員会

P05B23 課題価値と文章作成方略および批判的思考との関連

―初年次学生のアカデミックライティングに関する授業

への課題価値と期待に着目して―

◯松本　明日香 東海学院大学

P05B24 日常生活における他者操作に関連する諸概念間の比

較 (2) ：
クラスター分析による類型化

◯木川　智美 名古屋産業大学
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